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岐阜大学で育む起業家精神とは

　野心的な受講生の皆さんを対象に、視野拡大・意識改革を促す「マインドセットステージ」
から一人ひとりが自ら課題を発見し、解決法などアイデアを生み出す「コンピテンシー形成
ステージ」、アイデアの具現化・事業化に向けた取り組みを行う「社会実践ステージ」までを
行います。
　大学が休みに入る8月から、本格実施予定です！

●新しいこと（価値）を生み出すための考え方・知識・スキルを現役実務家から学べます
●一人ひとり（各チーム）にきめ細かく手厚い個別支援を提供します
　経験豊富な国内外の専門メンター・コーチによる個人の目的の実現に沿った伴走支援、
アイデア検証・試作化支援、活動場所などを提供
●仲間とともにアイデアを実現しカタチにできる場、課題を解決できる場を提供します

　このような状況下だからこそ、私たちは、既存の枠を超え自ら行動を起こし、 新たな価値を
生み出していく起業家精神（アントレプレナーシップ）を、 社会全体で醸成していかなければ
なりません。 そして特に日本の未来を担う学生の皆さんこそが、その精神を養っていかなければ
なりません。
　岐阜大学の起業関連プログラムは、こうした問題認識に基づき、2017年にスタート。 2020年
には、起業関連授業が開講し、また大学公認の「起業部」が発足、活動を活発化させています。 
これまで岐阜は、決して起業の盛んな地域ではありませんでした。 しかし、本学の起業部がハブ
となり、イノベーションを創出する動きが現れ、 その動きが徐々に他の学生や教職員、地域
社会や企業にも広がりつつあります。
　このムーブメントをさらに拡大し、地域経済の活性化、新産業創出へとつなげていくため
に、 起業関連プログラムを今後さらに強化していきます。

【参加する方法】
下記Webサイトにて詳しい案内をします！

【募集対象】

https://tongali-gifu.net/program/

【プログラム内容】

【特徴】

※いずれかに当てはまる方

●挑戦する意欲・やる気・
　野心・夢がある

●解決したい課題や実現したい
　事業アイデアがある

●主体的に行動できる 何かを生み出すことを経験したい●何かを生み出すことを経験したい

※本プログラムは、三菱みらい育成財団の
　助成事業に支援いただいてます。

岐阜大学アントレプレナー育成プログラム

　急速なテクノロジーの進展、新たな感染症の流行、大規模な自然災害－－ 私たちの社会は
近年、新たな変化や課題に次々と直面しています。 また、地球環境問題、紛争やテロ、巨大な
富の偏在など、複雑でグローバルな課題も多く、 将来を予測することが極めて難しい時代を
迎えています。

将来予測が極めて難しい時代

起業家精神をもつ人材を育成・輩出

本プログラムが日経BP
『大学選び 入試と学部の

いまが分かる本』
2024年度版に掲載!
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岐阜大学
アントレプレナー
育成プログラム 担当教員
起業部 顧問　
上原 雅行

本学の取り組みは多くのメディアにて紹介されています！

　変化が激しく先行き不透明な社会情勢において、リスク
をとって能動的に新たな試みに取り組んで行動し、新しい
価値を提供する起業家的能力『アントレプレナーシッ
プ（起業家精神）』がいま求められています。
　岐阜大学では、近年、このアントレプレナーシップを学ぶ
環境を整えてきました。ぜひ、ご参加いただき、未来を切り
拓く『力』を身につけて充実した学生生活、そして幸せな
人生を歩んで頂ければ幸いです！
　我々大学スタッフも皆さんを全面的
にバックアップしますので、お気軽に参
加してください！

岐阜大学アントレプレナー育成プログラム公式キャラクター
東海ニャントレプレナー（ニャントレ）

NHK、YAHOO! JAPAN、中日新聞、Forbes JAPAN、読売新聞、
朝日新聞、岐阜新聞、NEWS PICKS、毎日新聞、日本経済新聞、
中部経済新聞　その他、多数掲載！

一緒にアントレプレナーシップに
ついて学びましょう！

●第13 回 ビジネス創造コンテスト（全国規模）　最優秀賞（全国1位）
●大学SDGｓ ＡＣＴＩＯＮ！ ＡＷＡＲＤＳ 2023（全国規模）　準グランプリ（全国2位）
●SDGｓ探求ＡＷＡＲＤＳ2022（全国規模）　学生部門最優秀賞（全国1位）
●みやぎハッカソン2023（全国規模）　優秀賞（全国2位）
●キャンパスベンチャー グランプリ（CVG）全国大会 文部科学大臣賞（2020年度）
●キャンパスベンチャー グランプリ（CVG）中部大会 大賞（１位）（2020年度、2021年度）
●Tongaliアイデアピッチコンテスト　最優秀賞Tongali賞（1位）（2021年度、2022年度）
●Tongaliビジネスプランコンテスト　最優秀賞（2022年度）、優秀賞（2023年度）、etc…

主な実績 ※この数年、中部地域のほぼ全ての主要ビジネスコンテストで受賞!

起業部Xはこちら

https://twitter.com/ｇidaikigyoubu

部員数 25名（２０23年１2月末時点）

活動内容

教養科目：アントレプレナーシップ関連授業
　岐阜大学では、全学共通教育の教養科目として前期に「アントレプレナーシップ入門」の講
義を行っています。
「アントレプレナーシップ入門」では、ビジネスに関わる基礎的事項や、実際に起業した先輩の
講演を通してアントレプレナーシップを学んだ後、受講生自身がビジネスアイデアを考え、
グループワークを通じてブラッシュアップし、最終的に自分の見つけた課題や解決策を発表
します。
　本授業を通して、「起業」や「会社における新規事業の企画・推進」などの際に役立つ実践的
な知識やスキルを習得するとともに、新たな価値を創造し、また、各学部で学ぶ専門性などと
関連付けながら、将来キャリアにおける自己のイメージ・キャリア構築・豊かな人生プラン構築
などについて模索する機会としています。 

【アントレプレナーシップ入門】
　前期・火曜日・4時限

　※詳しくはシラバスをご覧下さい

【アントレプレナーシップ基礎】
　前期・月曜日・3時限

　※社会システム経営学環
　　 1年生のみ受講可

　社会の課題解決のための事業創出を担う起業
家精神（アントレプレナーシップ）を持つ人材の育
成・輩出を目的とし、部員の経験・知識を共有、刺
激し合うことで成長を促すコミュニティとしての役
割を担います。起業やマーケティングなどに関す
る勉強会を行うほか、他大学や起業家とも交流す
ることで、部員の視野拡大やビジネスへの意識を
高めます。主体的な学生のアクションを教員や地
域の経営支援機関がサポートし、新しいビジネス
の創出および地域経済の活性化を図ります。

中部地域
初!!岐阜大学公認 起業部
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FiberCraze株式会社 代表取締役社長
長曽我部 竣也さん
起業部OB（自然科学技術研究科 物質・ものづくり
工学専攻 2023年3月卒業）

起業家として、人として、日本経済や周りの人々にとっての
『GIVER』になることを目標に活動している。2023年7月には学
生起業家育成プログラムSTAPSへの応募と同時に、岐阜大学
起業部の一年生メンバーと共にチームFOR MEを結成。STAPS
へFOR ME代表として参加し、STAPS最終ピッチで優秀賞を受
賞。Aichi Start up camp BASIC、ADVANCEへ参加。11月、
STATION Aiでインターンシップを開始。2024年1月、FOR ME
の事業から離れることを決意。「PMS中の女性を幸せにする事
業」をブラッシュアップ中。「Aichi Start up camp BASIC」入
賞。「Tongaliアイディアピッチコンテスト」三菱UFJ銀行賞・JR東
海賞・OKB賞・博報堂プロダクツ賞。起業部（2023年～）。

北川 愛子さん
地域科学部　2年 (2024年4月時点)

自身が研究に従事した世界初技術の可能性に惹かれ、仲間
とともに製品化を始める。防虫・保湿・抗ウイルスなど、あら
ゆる機能を持つ繊維やフィルム素材を開発中。2021年1月
「キャンパスベンチャーグランプリ」で同プランを発表し、全
国2位（文部科学大臣賞・テクノロジー大賞）を受賞。「埋も
れていた技術の新たな価値を見出し、社会に繋げることで
未知なる可能性を発揮する」という思いのもと大学院在学
中の2021年9月、23歳で起業。2023年、「Forbes JAPAN 
30 UNDER 30 2023」に選定。起業部 初代部長。

「地域一体となって農業を活性化させ、Japan qualityを世
界へ発信する」というmissionのもと、2023年7月にUmai 
Japan株式会社を設立。現在は日本国内およびシンガポー
ル、香港に農作物の出荷を行っている。また、岡山大学や
農業研究機関と連携し、嗜好性判断システム・AI選果システ
ムを開発中。「Tongaliビジネスプランコンテスト2023」優
秀賞・オーディエンス賞他5賞。愛知県庁スタートアップ支援
事業「PRE-STATION Ai」Standardメンバー採択(2022年
7月～)。起業部(2022年～)

芸術大学に通っていた姉の卒業制作展にいった際に、学生のアートが捨
てられてしまっていることを知り、アートを普及させるための芸大生支援
サービスに取り組んでいる。アートを身近な商品のデザインとして利用す
るサービスに、「芸大生を育てる感覚」という付加価値を加えて、アーティ
ストの育成ができるようサービスを検証中。「Tongaliアイデアピッチコン
テスト2021」Tongali賞・海外チャレンジ賞・愛知県信用保証協会賞受賞。
「東三河ビジネスプランコンテスト2021」アイデア部門で最優秀賞。
2022年4月から愛知県庁スタートアップ支援事業「PRE-STATION Ai」の
Remoteメンバーに採択｡「Tongaliビジネスプランコンテスト2022」最優
秀賞Tongali賞・オーディエンス賞・三菱商事賞受賞。起業部(2021年～)。

株式会社artkake 代表取締役社長
夏目 一輝さん
地域科学研究科 地域政策専攻　2年(2024年4月時点)

Chousokabe Syunya

Natsume Itsuki

生まれ育った岐阜の地を盛り上げたい一心のもと、学内外
問わず様々なプロジェクトへ参画。高校時からイベント運営
に携わる。現在は、潜在的な地元の活力を引き出すべく、地
元学生と地元企業の協同から新たな価値を創出することを
目的としたプラットフォームを検証中。学生と地域社会の新
たな関わり方を模索している。「2023夏STAPS」STAPS優
秀賞。「Tongaliアイデアピッチコンテスト2023」三菱UFJ
銀行賞・JR東海賞・OKB賞・博報堂プロダクツ賞。「第5回ぎ
ふビジネスアイデア・プレゼンテーション」準グランプリ受
賞。起業部(2023年～)。

三宅 漣さん
工学部 電気電子・情報工学科 情報コース　2年 (2024年4月時点)

岐阜大学起業部4代目部長。学部一年次には、朝の時間帯
のバス通学時の混雑解消を目的に、“帰ってきた!!トラフィレ
ンジャープロジェクト”を立ち上げ、岐阜大学教育推進・学生
支援機構キャリア部門の実施する、令和4年度基盤的能力
を育成する学生支援プロジェクト事業に採択。岐阜乗合自
動車との協議や、岐阜大学生協と共同で次年度新入生向け
通学冊子の作成等に取り組んだ。また、農家である自身の
祖父母の姿を見、農家の技術継承の課題について知り、雑
草を用いた農家の技術継承を目指す活動を始める。起業部
(2022～)。

佐藤 愛さん
応用生物科学部 生産環境科学課程　3年（2024年4月時点）

フィリピンで大量に捨てられているバナナを活用し、フィリピンで
新たな雇用の創出を検討している。捨てられるバナナはパウダー
化し、アメリカへ販売する。2年次では、フィリピンのバナナ農家
へ訪問・アメリカのニューヨーク・ボストン・ロサンゼルス・サンフラ
ンシスコにて市場調査を行った。3年次からは休学し、アメリカの
市場調査やフィリピンとのコミュニティを広げた。「Tongaliアイ
デアピッチコンテスト2022」Tongali賞・海外チャレンジ賞受賞。
「第13回ビジネス創造コンテスト」 最優秀賞（全国1位）・グローバ
ルビジネス賞受賞。「SDGs探求AWARDS2022」最優秀賞受
賞。「大学SDGsACTION！AWARDS 2023」準グランプリ賞受
賞。「キギョウカコンテスト」優秀賞受賞。起業部(2021年～)。

伊藤 思音さん
応用生物科学部 応用生命科学課程　3年（2024年4月時点）

岐阜大学 起業部発ベンチャー

Sugimoto Ryota

活躍する岐阜大生の皆さん

Umai Japan株式会社 代表取締役社長
杉本 稜太さん
応用生物科学部 生産環境科学課程
3年(2024年4月時点)

商業高校時代に感じた“違和感“から、今日の商業教育につ
いて関心を持つ。自身も教員免許を取得し教員を志す。現
在は、LiemPiaを立ち上げ、商業高校生を対象とした教育
アプリ”clemy”の開発、高校生ファーストのコミュニティ”
GIFUNITY“の運営をしている。「第4回ぎふビジネスアイデ
ア・プレゼンテーション」準グランプリ受賞。「Tongaliビジネ
スコンテスト2023」Tongali賞3位。起業部(2022年～)。

株式会社LiemPia 代表取締役社長
西垣 快眞さん
起業部OB（教育学研究科 総合教科教育 
カリキュラム開発コース 2024年3月卒業）

Nishigaki Kaishin

Sato Ai

Ito Shion

MIYAKE Ren

Kitagawa Aiko

5 6


	岐阜大学アントレプレナーパンフレット8P_2024年版_見開き_H1H4
	岐阜大学アントレプレナーパンフレット8P_2024年版_見開き_P1P2
	岐阜大学アントレプレナーパンフレット8P_2024年版_見開き_P3P4
	岐阜大学アントレプレナーパンフレット8P_2024年版_見開き_P5P6

